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北九州芸術劇場の催し
ダルレの話　1月15日㈯・16日㈰の14
時から。◎3歳以上（推奨年齢6歳以上）。
＄前売り（全席自由）一般2500円、3～
18歳1000円。当日も同額。※親子セット
券（前売りだけ）3000円。前売り券は北
九州芸術劇場などで発売中。
まつわる紐

ひも

、ほどけば風　2月17日㈭
13時30分と18日㈮19時と19日㈯13時
30分、18時と20日㈰13時30分から。◎

小学生以上。＄前売り（全席指定）一般
3000円、24歳以下2500円（身分証の提
示が必要）。当日は500円増し。※高校生
（前売りだけ、学生証の提示が必要）
1000円。前売り券は主要プレイガイド
（※は北九州芸術劇場だけ）で発売中。
　♦託児（有料）は♥を。♥北九州芸
術劇場（リバーウォーク北九州6階、☎
562・2655）へ。

新春 凧
た こ

作り教室
　オリジナルたこを作ります。1月16日
㈰10時30分～14時、平尾台自然の郷
（小倉南区平尾台一丁目）で。☆先着50
人。＄500円。＃1月6日から同施設☎
452・2715へ。

洋ラン展
　カトレア、デンドロビュームなど110点。
1月16日㈰13～15時、総合農事センター
（花農丘公園）（小倉南区横代東町一丁
目、☎961・6045）で。＄駐車場は有料。

講習会「楽しい野菜づくり」
　1月22日㈯10～12時、グリーンパーク
（若松区大字竹並）で。☆先着28人。＄

入園料が必要。＃1月3日から同施設☎
741・5545へ。

おはなしワールド
　絵本の読み聞かせや紙芝居など。1月
22日㈯14～14時30分、こども文化会館
（小倉北区下到津四丁目）で。◎未就学
児は保護者同伴。☆先着40人。＃1月4
日から同施設☎592・4152へ。

こやのせ座 
NEW YEARコンサート
　響ホール室内合奏団による演奏。1月
23日㈰14～16時、長崎街道木屋瀬宿記
念館（八幡西区木屋瀬三丁目）で。☆先
着180人。＄前売り（全席自由）一般500

円、小・中学生200円。当日は100円～
300円増し。前売り券は同施設で発売中。
♥同施設☎619・1149へ。

NPO活動発表会「人や動物、
かけがえのない命」
　命の大切さの垣根をなくすことを目
指すNPO法人の活動発表。1月27日㈭
18時30分～20時、市民活動サポートセ
ンター（黒崎駅西側、コムシティ3階）で。
☆先着20人。＃1月5日から市民活動サ
ポートセンター☎645・3101へ。

「にっぽん丸」市民クルーズ
　門司発着の四国一周クルーズ。出発
は1月28日㈮（3泊4日）。北九州市民は
特別料金で乗船できます。 ▼デラックス
ベランダ=＄1人当たり（2人1室利用）
33万円（通常36万7000円）　 ▼コンフォ
ートステート=＄1人当たり（2人1室利
用）17万5000円（通常19万4000円）。※
その他の客室も特別料金で乗船できま
す。♦特別料金から、さらに新型コロ
ナウイルスワクチン接種割引（1万5000
円）あり。1人からの参加も可能です。＃

1月14日までに♥先へ。♥JTB井筒屋旅
行センター小倉店☎522・2691、JTBイ
オンモール八幡東店☎681・5665、トラ
ベルルック本社☎602・6666、トラベル
ルックイオン戸畑店☎873・6333。＊港
湾空港局クルーズ・交流課☎321・
5939。

科学技術とSDGs（持続可能
な開発目標）
　「環境と情報技術」に関する取り組み
を紹介します。1月28日㈮16～17時、環
境ミュージアム（八幡東区東田二丁目）
で。◎高校生以上。☆先着30人。＃1月4
日から同施設☎663・6751へ。

ひびき森もり大作戦
　動物と植物の生態を知り、植樹を体験
します。1月30日㈰（雨天時は2月6日㈰）
13～15時、ひびき動物ワールド（若松区、
グリーンパーク内）で。◎小学生以下は
保護者同伴。☆先着3組（1組4人まで）。
＄入園料は必要。＃1月3日から同施設
☎741・2700へ。

ラクダ山と光水岩溝 
ハイキング
　1月30日㈰13時、平尾台自然観察セ

ンターに集合。15時30分、同所で解散。
◎小学生以上（小・中学生は保護者の
参加が必要）。☆20人。＃往復はがき（4
人まで）に基本事項を書いて1月20日ま
でに同施設（〒803 -0180小倉南区平尾
台一丁目4 -40、☎453・3737）へ。

響ホール 
ワンコインコンサート
　出演はバイオリン奏者・会田莉凡さ
んほか。2月3日㈭11時45分～12時30
分、響ホール（八幡東区平野一丁目）で。
◎小学生以上。＄前売り（全席指定）500
円。当日も同額。前売り券は同施設など
で発売中。託児（有料）は♥を。♥北九州
市芸術文化振興財団☎663・6661へ。

海の安全を守る 
空港施設見学会
　北九州航空基地や北九州市消防航空
隊のヘリコプターなどを見学。2月6日
㈰9時、小倉駅新幹線口に集合後、バス
で移動します。13時、同所で解散。◎小
学4年～中学生（小学生は保護者同伴）。
☆40人。＃往復はがき（4人まで）に基本
事項を書いて1月19日までに北九州港
振興協会（〒801 -8555門司区西海岸一
丁目2 -7、☎321・5900）へ。＊港湾空港
局クルーズ・交流課☎321・5939。

市営バスの旅情報
山口・萩城下のお雛

ひな

さまと湯本温泉フ
グ刺しアワビ懐石　2月8日㈫。日帰り、
食事・入浴付き。＄一般1万3900円、小
学生以下1万600円。
福岡・イチゴ狩りあまおう食べ放題と
太宰府天満宮の観梅　2月15日㈫。日
帰り、食事なし。＄一般9900円、小学生
以下9400円。
　♦GoToトラベル事業支援対象外。
＃北九州市交通局（バスツアー専用電
話）☎771・0204へ。

子どもの未来をひらく 
バイオリンコンサート
　バイオリン奏者・大谷康子さんと北
九州市ジュニアオーケストラほかによる
ストラディバリウスを使用したコンサー
トに招待します。2月27日㈰14～15時40
分、黒崎ひびしんホールで。◎小・中学
生、高校生、大学生（小学生は保護者の
参加が必要。保護者は1組1人だけ）。☆

400人。託児（有料）は2月17日までに♥

を。＃往復はがき（10人まで）に基本事
項を書いて1月31日までに同施設（〒
806 -0034八幡西区岸の浦二丁目1 -1、
☎621・4566）へ。

北九州合同会社説明会を 
開催
　地元企業10社が出展。1月8日㈯12時
30分～16時、AIMビル3階（小倉駅北
側）で。◎3月に大学・短大・高専・大学
院・専門学校を卒業見込みの学生（高
校生以下は除く）、既卒者・転職希望者。
保護者などの見学も可。＃1月7日まで
に産業経済局雇用政策課☎582・2419
へ。

介護職員初任者研修
　▶オリエンテーション＝1月25日㈫、
AIMビル2階（小倉駅北側）で　▶自宅
での通信学習＝1月25日～おおむね2月
14日㈪　▶修了評価テスト・修了式＝2
月15日㈫、AIMビル2階で。受講前後の
カウンセリング（予約制。詳細は♥を）も
あり。◎介護職の就職を目指す人。☆20
人。＃1月4～18日。詳細は若者ワーク
プラザ北九州☎531・4510へ。

福岡県ふぐ処理師試験
　2月17日㈭9～17時、中村調理製菓専
門学校（福岡市）で。＄1万7000円。＃1
月7日まで。受験資格など詳細は保健所
東部生活衛生課☎522・8728、同西部
生活衛生課☎642・1818、各区役所健
康相談コーナー（小倉北・八幡西区は除
く）へ。

ポリテクセンター福岡の 
職業訓練生を募集
　期間は3月2日㈬～8月26日㈮。募集
はCADものづくりサポート科、住宅リフ
ォーム技術科、電気設備技術科。◎求職
者（ハローワークへの求職登録が必要）。
☆各科20～25人。＄教材費など実費。
託児（無料）は♥を。＃1月4日～2月3日。
詳細はポリテクセンター福岡（八幡西区
穴生三丁目、☎641・6909）へ。
■施設見学会　毎月2回実施していま
す。日程など詳細は同施設へ。

仕事

大人のための大学教育プログラム「i-Designコミュニティカレッジ」
　北九州市立大学では、意欲あふれるシニア世代や社会人の学び
直しなどを支援する社会人教育プログラムの生徒を募集します。
　「学問と人生」「地域創生」「こころの科学」「多様な世界との対話」
「社会人のためのデータサイエンス基礎」の5つの領域から学びたい
内容を選択します。
生徒を募集
　期間は4月から1年間、同大学北方キャンパス（小倉南区北方四丁
目）で。◎25歳以上の高校を卒業した人など。☆各領域5～8人。＄

9万4800円～18万9600円。＃1月24日～2月10日。募集要項な
ど詳細は♥を。

説明会を開催
　▶「社会人のためのデータサイエンス基礎」説明
会=1月8日㈯14～15時、オンライン（ビデオ会議
システム「Zoom」を使用）で　▶i-Designコミュ
ニティカレッジ説明会=ラジオパーソナリティー・鶴
田弥生さんによるトークショーや個別相談など。1月
22日㈯14～15時30分、同大学北方キャンパスで。

♥北九州市立大学経営企画課☎964・4195 ▲ 募集要項など
詳細はコチラ

▲鶴田弥生さん


